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日
系
ア

メ

リ
カ

人
と
仏

教
教
育

　
　
戦
前
の

浄
土
真
宗
を
例
に

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

本
多
　
　
彩

　

子
ど

も
を

対
象
と

し
た
仏
教

教
育
は

、

ア

メ

リ
カ

の

浄
土
真
宗
本
願
寺

派
で

盛
ん

に

行
わ
れ
て

き
た

。

代
表
的
な
も
の

が
日

曜
学
校
で

あ
る

。

日

曜
学
校
は
週

末
に
子
ど
も
た
ち
が

仏

教
会
（
寺
院）

に
や
っ

て

来
て
、

仏

教
を
学
ぶ

と

こ

ろ

で

あ
る

。

ア

メ

リ

カ

で

は
、

仏
教
会
の

多
く
で

戦
前
か

ら
日

曜

学
校
が
開
設
さ
れ
て

い

る
。

　

ア

メ

リ

カ

の

浄
土

真
宗
本
願

寺
派
の

仏
教

会
は、

日
本
人
と

日

系
ア

メ

リ
カ

人

が
集
ま
る

場
所
と

な
っ

て

い

た
。

「

世

代
」

は
、

日

系
ア

メ

リ
カ

人
を
考

察
す
る

際
に

重

要
な
言

葉
で

あ
る

。

移
民
で

あ
る
一

世
と
ア

メ

リ

カ
生
ま
れ
の

二

世
と
い

う
世

代
の

違
い

は
、

日

本
と
ア

メ

リ
カ

と
い

う
生

育
環
境
の

違
い

に

と
ど
ま
ら

ず、

言
語
や

文
化

、

さ
ら
に

所

属
す
る

団
体

に
も
違
い

が

現
れ
て

く
る

。

そ

う
し

た
中

、

戦
前
に

両

方
の

世

代
が

集
ま

っ

て

い

た
の

が
仏

教
会
で

あ
っ

た
。

ま
た

仏
教
会
の

日

曜
学

校
は、

ア

メ

リ
カ

で

初
め
て

、

子
ど
も
に

開
か

れ

た

仏
教
教
育
の

場
で

あ
る

。

日

本
の

こ

と
を

直
接

知
ら

ず、

ア

メ

リ

カ

で

育
つ

子
ど
も
に

、

日

曜

学
校
に

は

ど

の

よ

う
な
仏

教
教
育
が

求
め

ら
れ

、

ど
の

よ

う
に

仏
教

教
育
を

行
っ

て

い

た
の

だ
ろ

う
か

。

　

仏
教

会
に

は

教
化
団
体
が

多
く
結
成
さ

れ

る

が
、

二

世
が

子
ど

も
の

時

に

通
う
の

は

日
曜
学
校
で

あ
る

。

二

世
の

仏
教
教
育
の

現
場
と
な
っ

た

日

曜

学
校
に

は
、

一

世
か
ら

大
き
な
期
待
が

寄
せ

ら

れ

て

い

る
。

ま

ず
ひ

と

つ

に

は
、

仏

教
を

学
ぶ

こ

と
に

よ

っ

て
、

人
聞
と
し

て

の

成

長
が

も
た

ら

さ

れ
る

こ

と
へ

の

期
待
で

あ
る

。

「

善
良
な

米
国
市
民
に

な
る

」

と

い

っ

た
一

世
の

言
葉
は
、

仏
教
を

学
ぶ

こ

と

が
、

ア
メ

リ

カ

人
で

あ
る

二

世
に

と
っ

て

大
き
な
プ

ラ
ス

に

な
る

と

考
え
て

い

る
。

ま

た
、

二

世
は

ア

メ

リ

力
人
で

あ
っ

て

も、

日
系
人
な
の

だ
か
ら

「

日
本
的
精

神
を
理

解
す
る
」

ア

メ

リ

カ

人
に

な
っ

て

ほ

し
い

と

い

う
期
待
も
み

ら

れ
る

。

そ
こ

で

仏
教

教

育
は

、

日

本
的
精
神
を
学
ぶ

こ

と
に

も
つ

な
が

る

の

だ
と
考
え
ら
れ

て

い

る
。

早
期
か
ら
仏
教
を
学
ぶ

こ

と
は

、

ア

メ

リ

カ

人
と
し

て

も
日

系
人

と
し

て

も、

二

世
に

と
っ

て

大
変
有
意

義
な
こ

と
で

あ
る

と
し
て

い

る
。

一

世
は

、

仏
教
を
学
ん
だ
二

世
に、

ア

メ

リ

カ

社
会
で

の

活
躍
を
強

く
念

願
し

て

い

た
。

　
も

う
ひ

と
つ

は
、

日

曜
学
校
の

発
展
が

、

ア
メ

リ

カ

仏
教
の

大
成
に

も

つ

な
が

る

と
い

う
期
待
で

あ
る

。

日

曜
学
校
で

仏
教
教
育
を
受

け
た
二

世

が
、

ア

メ

リ

カ

社
会
で

活
躍
す
る

よ

う
に

な

る
と
、

仏
教
の

ア

メ

リ

カ

定

着
が

促
進
さ

れ
る

の

で

は
な
い

か

と

考
え
て

い

る
。

一

世
は

、

仏
教

教
育

が
、

善
良
な

米
国
市
民
や

宗
教

的
素
養
を
も
っ

た

人
物
の

育
成
に

つ

な
が

る

と

考
え
て

お

り
、

ア

メ

リ

カ
の

戦
前
の

仏
教
教
育
の

可
能
性
や

有
効
性

を

語
る

際
に

は
、

具
体
的
な
二

世
の

存
在
と

次
世
代
へ

の

期
待
が

不
可
欠

で

あ
っ

た
。

　

日
曜
学
校
で

行
わ

れ

る

教
育
は

、

ま

ず
生

徒
を
年
代
別
や

年
齢
別
に
ク

ラ

ス

分
け
を

す
る

と
こ

ろ

か

ら

始
ま
る

。

授
業
で

用
い

ら
れ

る

の

は

カ

ー

ド

で

あ
る

。

カ

ー

ド

作
成
の

際
に

は
、

僧
侶
で

あ
る

開
教
使
た

ち
が

資
料

集
め

を

行
う
な

ど
、

積
極
的
に

関
わ
っ

て

い

た
。

英
語
を
用
い

た

カ

ー

ド

の

運
用
は、

正

式
に

は

戦
後
に

な
る

が
、

戦
前
か
ら
英
語
版
を

用
い

て

い

る

仏

教
会
も

あ
っ

た

よ

う
で

あ
る

。

た

だ

し
、

開
教
本

部
の

規
定
も
あ

り、

本
部
で

作
成
し
た

も
の

が

使
用
さ

れ
る

こ

と

が
ほ

と

ん

ど
で

あ
っ

た

よ

う
だ

。

カ

リ
キ
ュ

ラ

ム

の

内
容
は
、

大
き
く
仏
教
と

浄
土
真
宗
に

分
け

ら

れ
る

。

妙
好
人
伝
な
ど
、

浄
土
真
宗
の

教
え
に
生
き
た
実
際
の

人
物
の

こ

と
も、

教
育
内
容
に

含
ま
れ

て

い

る
。
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一

九
三
〇

年
代
後
半
に
は
、

日

曜
学
校
を

卒
業
し
た

二

世
が
教

師
と
な

っ

て

二

世
を
教
え
る

よ
う
に

な
る

。

教
師
の

講
習
会
が
開
催
さ
れ
る

よ
う

に
な
り、

教

育
内
容
や
教
授
方
法
な
ど

の

講
習
が

行
わ

れ
る

。

日

曜
学
校

教
師
の

認
定

証
も
本
部
か
ら
発
行
さ
れ
る

よ

う
に

な
っ

た
。

こ

う
し
て

二

世
に
よ

る

日

曜
学
校
が、

登
場
し
た

の

で

あ
る

。

一

世
が
力
を
も
っ

て

い

た

と

考
え
ら
れ

る
戦
前
の

ア

メ

リ

カ

浄
土

宜ハ
宗
の

な
か

で
、

二

世
が
主
体

と

な
っ

て
、

子
ど

も
た

ち

に
仏

教
を

教
え
伝
え
て

い

く
と

い

う
か
た

ち

が、

口
曜
学

校
で

は

ひ

と

あ
し
早
く
行
わ

れ

て

い

た
。

新
宗
教
教
団
の

展
開
過
程
に

お

け
る

「

宗
教
境
界
」

の

更
新

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

佐
藤

　
　

洋

　

欧
米
の

宗

教
社

会
学
に

お

け
る

セ

ク

ト
（

Qり

Φ

911

少
数
教

派）

概
念
の

基
本
的
な

性
格
は
、

世

俗
社
会
と

チ

ャ

ー

チ
（
O
げ

霞
o
『

11

既
成
教
派∀

に

対
す
る

排
他
主
義
的
な
性
向
に

求
め

ら

れ

る
。

こ

う
し
た

性
向
は

欧
米

の

キ

リ
ス

ト
教
の

セ

ク
ト

以

外
に

は

あ
ま

り
見
ら

れ
な
い

が
、

戦

後
の

日

本
で

勃
興
し
た

創
価
学
会
（

日
蓮
正

宗
か

ら

破
門
さ
れ

る

ま
で
）

な

ど

の

一

部
の

日
蓮
系
新
宗
教
の

中
に
も
比

較
的
強
い

形
で

見
ら

れ
る

。

チ

ャ

ー

チ
・

セ

ク

ト
論
の

文
脈
で

は
、

セ

ク

ト
の

デ

ノ

ミ

ネ
ー

シ

ョ

ン

化
と

言
う

こ

と

が

出
来
る

が、

こ

の

概
念
は
、

そ
の

ま
ま
で

は

日

本
の

新
宗
教
に

当

て

は

ま
ら
な
い

。

し

か
し
、

排
他
性
の

強
い

創
価
学
会
に

は

妥
当
な

概
念

だ
と

考
え
ら

れ

る
。

そ
し

て
、

新
宗
教
教
団
が

発
展
し

て

い

く
過
程
で
、

教
団
の

大
規
模

化
に

伴
い

「

社

会
適
応
」

を

遂
げ
る

の

は

あ

る
種
「

普

通
」

の

現
象
で

あ
る
。

創
価
学
会
も

「

言
論
出

版
妨
害
事
件
」

や

公

明
党

と
の

「

政
教
分
離
」

問
題

な
ど
、

社

会
か

ら
の

統

制
に

応
じ
て

「

社
会
適

応
」

を

遂
げ
た

。

　

し
か
し
な
が

ら、

他
の

新
宗

教
よ
り
も
比
較
的
強
い

排
他
性
を

持
ち、

内
棲
宗
教
で

も
あ
っ

た
創

価
学

会
は、

新
宗
教
一

般
が

持
っ

て

い

な
い

問

題
を
内
包
し
て

お
り、

他
の

新

宗
教
の

場
合
と
は

多
少

異
な
っ

た

運
動
過

程
を

辿
ら
ざ
る

を
得
な
い

。

特
に、

母
教
団
と

の

関
係
・

局
面
が

重

要
に

な
っ

て

く
る

。

内
棲
宗
教
で

あ
っ

た
創
価
学
会
が
社
会

適
応
を

遂
げ
よ

う

と

し
た

時、

母
教
団
が
そ
れ
を

受
け
入
れ
な
い

場
合
に

は、

新
た

な

対
立

葛
藤
が

そ
こ

に

生
じ
る
の

で

あ
る

。

　

本
発
表
で

は
、

戦
後
の

創
価

学
会
が

今
日
ま
で

の

運

動
過
程
で

ど
の

よ

う
に

そ
の

「

境
界
」

を
設

定
・

更
新
し
社
会
適
応
を
図
っ

た
の

か

を

明
ら

か
に

す
る

こ

と

を
目
的
と

す
る

。

そ
こ

で
（
a
）

排
他
的

教
団
性

、

（
b

）

協

調
的
教
団
性、
（
c

）

社
会
的
宗
教
性、

（

d）
母
教
団
的

宗
教
性

、

を

境
界

の

構
成
要
素
と

し
て

定
義
し
た

。

　

ま
ず
（
a
）
は

a11

「

母
教
団
の

教
義
や

宗
教
的

源
泉
に

基
づ

く

宗
教

実
践
・

実
践
」

a12

「

他
宗
教
や
教
団
に

対
す
る

邪
宗
教
・

謗
法

視
」

で

構
成
さ
れ

た

も
の

で
、

社
会
（
他
宗
教
】

般
を
含
む）

と
の

宗
教
的
な

信
念
・

習
俗
な
ど

の

乖
離
性
を

意
味
す
る

。

（
b
）
は

b
−

1
「

教
団
が

行

う
社
会
・

文
化
活
動
（
例
え
ば、

核
廃
絶
運
動
・

美
術

展
・

コ

ン

サ
ー

ト

な
ど
の
）

」

b12

「

他
宗
教
や
教
団
に

対
す
る
理
解
」

で

構
成
さ

れ
、

こ

れ

は

社
会
と

協
調
す
る
立

場
で

あ
り

、

母
教
団
と
は
一

種
の

乖

離
性
を
意

味
す
る

要
素
で

あ
る

。

（

c
）

は
「

社
会
的
に

ド

ミ

ナ

ン

ト
な
価

値
観
を
理

解
・

協
調
を

す
る

立

場
」

で
、

こ

れ

は

母
教
団
（

既
成
教
団）

と
は

異
な

っ

た
（
そ
れ

ゆ

え
葛
藤
と

対
立
の

源
泉
と

な

る
）

性
向
を
意
味

す
る

。

こ

こ

で

い

う
ド
ミ

ナ
ン

ト
な
価
値
観
は

、

例
え
ば
正

月
は

神
社
に
初
詣
・

結

婚
式
は
キ
リ

ス

ト

教
・

葬
式
は

仏
教
な
ど

に

み

ら

れ
る

他
宗
教

寛
容

観
な

ど
を
想

定
し
て

い

る
。

（

d）
は
「

社
会
的
に

ド

ミ

ナ

ン

ト
な
価
値
観
か

ら
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